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中国における学校から職業への移行

呉 人

概要　中国では，失業，特に若年層の失業と工場労働力不足という矛盾な現象が併存してい

る。中国全土で行った独自の「若者の生活と進路に関するアンケート」の個票データを用い

て，本稿は大卒就職難の影に隠された中低学歴者の学校から職業への移行に注目する。調査

及び分析結果は以下の内容を示した。�学業成績と在学中の学習態度，社会的適合度，若者

自身のネットワークは就職の成功に寄与する，�仕事に対する高い期待（例えば正規フルタ

イム労働を目指すこと）は失業に繋がる，�学校側の就職支援が学生の就職への有意な影響

が確認されず，学校の就職支援への取り組みが不十分である可能性がある。

キーワード　学校から職業への移行，社会的適合度，ネットワーク，就職支援
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Abstract　Currently in China, there is an especially high level of youth unemployment 

that coexists with a conflicting phenomenon, the shortage of workers in companies.　

Using a unique internet base survey of the Chinese Youth, this study sheds light 

on the school to work transitions for those who only have a high school education.　

We find academic performance, social skills and the network of the youth contribute 

to their success in the job market immediately after school.　The results also show 

that those unemployed people may have high expectations（for example, towards 

finding a regular full-time job）during their job search.　Moreover, we find job placement 

services at school have littel effect on the school to work transition.
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１.　は　じ　め　に

２００３年以降，中国の大学進学率の急激な上昇に伴い，大学卒業者の就職難が浮上し，た

くさんの注目を集めた。一方，大学に進学できなかった若者の就職に対する関心が少ない。

これは中国政府の失業統計と関係する。中国国家統計局が公表している失業率が「都市登

録失業率」である。つまり，農村戸籍の失業者と失業登録をしていない者はその失業統計

に含まれない。大学に進学できなかった若者の中に農村戸籍者が多い，その上低学歴者の

雇用の流動性が高いため，失業保険に加入せず，失業しても登録しない者が殆どである�。

また，近年，中国では人手不足と失業が併存している（Liu, ２０１２）。２００４年初めから中

国の製造業を始めとする多くの業界で労働者の確保が厳しくなった。２００５年頃，労働者の

不足は内陸部に拡大し，中国全土で人件費が右肩上がりで上昇を続ける（日本経済新聞社，

２０１３）。このような労働集約型産業の人手不足を背景に，中等教育しか受けていない若者

の失業問題が問題視されていない。

本稿は高卒・高校中退者を対象に，中国の若者の学校から職業への移行を調べる�。図

表１は中国の高校卒業者数と大学募集人数の推移を示している。普通高校の卒業者数が

２０００年の３０１.５万人から２０１２年の７９１.５万人へ増加した。２００５年以前の職業高校卒業者数の

統計データがないけど，増加している傾向が分かる。大学・短大の募集人数が年々増加し

ているが，普通高校と職業高校の合計卒業者のうち，半数以上は進学しない/できない（列

�）。すなわち，毎年高校を離れて社会に流れる若者の数は７００～８００万人程度に達してい

る（列�）。彼らの就職実態を把握することが重要である。

本稿は大阪大学社会研究所が２００９年に中国全土で行った「若者の生活と進路に関するア

ンケート」調査に基づき，若者の学校から職業への移行を分析する。特に，学校での学業

成績，社会的適合度，ネットワークが就職に与える影響に注目する。筆者はほかの研究者

との共著論文（Ariga, Ohtake, Sasaki, Wu, ２０１２）で就職と転居のジョイント意思決定

及び賃金成長に注目し，様々な実証分析を行ったが，紙幅の都合で数多くの情報を割愛し

た。本稿はその研究の補足でもある。
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�　農村戸籍者が大学に進学すると，戸籍が都市戸籍になり，失業統計の対象になる。
�　中国統計局によると，２００９年中国の中学校・職業中学校の卒業者数対同年普通高校・職業高校

の募集者数の比率が９４.３％であり，その後も９５％以上の高い水準を維持している。ほとんどの中
卒生が進学しているため，本論文は中卒の若者を分析対象から外す。



本稿の構成は以下の通りである。第２章は独自のアンケート調査の単純集計の結果に基

づき，中国若者の学校から職業への移行概況を見る。第３章は分析で使う変数とその記述

統計を説明する。第４章はロジット分析を行い，最後，第５章でまとめる。

２.　「若者の生活と進路に関するアンケート」とその概要

本稿で用いるデータは大阪大学社会研究所が２００９年に行った「若者の生活と進路に関す

るアンケート（中国）」というデータである。調査対象は１９９９年（１９９６年）以後高校（中

学校）を卒業，あるいは中退し，その後大学に進学しなかった者である。調査期間は中国

の旧正月に合わせて２月と３月にした。全国範囲で報償つきのインターネット調査を行っ

た結果，合計４,０３８人から回答を得た。そのうち，普通高校卒は１,２００人（２９.７％），職業高

校卒は１,７４２人（４３.１％），普通高校あるいは職業高校の中退者は７８４人（１９.４％），中卒者は

３１２人（７.７％）である。中国統計年鑑のデータを用いて計算した高校中退率と中学校から

高校への進学率の近似値と比較し，本調査は大きな乖離がない�。調査では卒業・中退の
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�　中国統計年鑑のデータを用いた近似値の計算式は次の通りである。

高校中退率≒（普通高校と職業高校の募集者数－３年後の卒業者数）÷普通高校と職業高校の募
集者数。
中学校から高校への進学率≒中卒者数÷普通高校と職業高校の募集者数。

図表１　高校卒業者数と大学募集人数の推移

⑤＝④/（①＋
②）

④＝①＋②－③
（万人）

③大学・短大募 
　集人数（万人）

②職業高校卒業
者数（万人）

①普通高校卒業
者数（万人）

年

――２２０.６―３０１.５２０００

――２６８.３―３４０.５２００１

――３２０.５―３８３.８２００２

――３８２.２―４５８.１２００３

――４４７.３―５４６.９２００４

５３.３％５７５.３５０４.５４１８.２６６１.６２００５

５４.７％６６０.１５４６.１４７９.１７２７.１２００６

５７.１％７５３.３５６５.９５３０.９７８８.３２００７

５７.１％８０９.１６０７.７５８０.７８３６.１２００８

５５.９％８０９.４６３９.５６２５.２８２３.７２００９

５４.７％７９８６６１.８６６５.３７９４.４２０１０

５２.９％７６６.６６８１.５６６０.３７８７.７２０１１

５３.０％７７７.６６８８.８６７４.９７９１.５２０１２

出所：中国統計年鑑（２００１～２０１３）



年，その後の職歴や転居歴，在学時の成績，勉強・娯楽時間，交友関係，家族情報など

様々な項目について質問した。

図表２は各年に卒業或いは中退した人数とその年に初めて就職した人数を示している�。

どの年でも卒業者・中退者の人数が初職に就いた人数を上回る。両者の間のギャップが拡

大し続けている。２００８年時点のデータを見ると，卒業・中退者の２８７人に対し，初めて仕

事に就いたのが９５人（３３％）しかいない。初職に就いた者の中に，往年の卒業者・中退者

が含まれているため，実際の新卒失業率がもっと高いはずである。

図表３によると，３,３６６名の回答者のうち，１４％が卒業・中退後一度も就職したことがな

い。６３％が転職した経験があり，４
　

 回以上転職した（５つ以上の会社に勤めた）者が全体

の７％を占める。初職の雇用形態をみると（図表４），常用フルタイム労働者（日本の正

社員相当）は全体の５６％に過ぎず，４割以上が臨時労働者（契約社員相当）やパートタイ

ム労働者である。大学に進学できなかった若者たちは低い就職率と非常に不安定な雇用状

態を直面していることが分かる。

図表５は就職経路を示している。２,２９０名の回答者の内，５４.８％が一般応募で最初の就職

を決めた。３７％が親や自分のコネで就職した。ネットワークの効果が大きい。一方，日本
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�　調査対象は９６年以降の卒業者・中退者であるが，９５年に卒業したと回答した者が５名いる。ほ
かの回答項目と合わせて判断し，回答ミスのサンプルを次の章の分析から外した。

図表２　卒業・中退時期及び最初の職業に就いた時期

出所：「若者の生活と進路に関するアンケート（中国）」より筆者作成（以下同）



でよくある学校や職業安定所の就職斡旋の効果が限定的である（５.２％）。

最初に就職した職業の企業形態を見ると（図表６），半数近くの若者は私営や民営企業

で最初の就職を決めた。国有企業や学校等の事業単位（institutions）と比べ，これらの

企業は雇用が多い，ハードルが低い，権利保障も少ないという特徴がある。

図表７の所得分布を見ると，６２.９％の人の月収は１,０００元（９９年の為替レートで約１３,７６０

円）未満である。月収３,０００元以上（２０００年以降の沿海部の大卒初任給に相当する水準）の

割合は１.４％程度に留まる。当初の就職理由を尋ねると，「給料が良いから」という理由で

就職した者は全体の１８.５％に過ぎず，自分の希望職種（３０.３％）や技能習得目的（２５.２％）

で就職した人より少ない（図表８）。第１章で述べたように，近年中国で人手不足と失業

現象が併存している。特に８０年代や９０年代に生まれた「８０後」「９０後」労働者は，権利意

識や職業に対する期待が高く，仕事に対する忍耐が低いという特徴を持っている。日本の

中高卒者と同じ，彼らは単にお金のために仕事をするのではなく，キャリアアップや人生

を享受することを目指している。しかし，若者の高学歴化が急激に進行したことで，従来

中高卒者が行っていた仕事に，短大・大卒者が就くようになる。それが中高卒者の就職困

難に拍車をかけている。 
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図表３　卒業・中退後の職歴（回答者＝３,３６６名）
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図表５　初職の就職経路（回答者＝２,２９０名）

図表４　初職の雇用形態（回答者＝２,６７７名）

図表６　初職の所属企業の種類（回答者＝２,６７７名）



３.　分析で使うサンプルと変数

本稿では個人・学校・家庭・地域要因が学生の学校から職業への移転にどのような影響

を与えるかを分析する。具体的に，高校卒業・中退の翌年までに回答者が就職できたかど

うか，就職できた場合，常用フルタイム（正規雇用）であるかどうかに注目し，ロジット

分析を行う。調査が２００９年に行ったため，２００８年以降に卒業・中退した者に限り，１
　

 年半

の間隔を取らず，調査時点までの就職状況からダミー変数を作る。また，本調査で中卒者

のサンプル数が少ない。全国範囲でも中卒者の高校への進学率が９０％後半という高い水準

に達している。中卒者と高卒者の異質性を考慮し，中卒者を本研究の実証分析から外す。

その他，病気，受験準備（浪人），家庭事情等の理由で調査時まで一度も就職したことの

ないサンプルをドロップする。このように，最終的に分析で使うサンプル数は２,６６３であ

る。そのうち，普通高校卒が全体の２８.６９％を占め，職業高校卒（５０.２８％）よりはるかに

少ない（図表９）。中退者（２１.３％）について，普通高校と職業高校の区別ができないが，
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図表８　初職に就いた理由（回答者＝２,２９０名）

図表７　初職の平均月収（回答者＝２,６７７名）
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一部の職業高校では進学コースと就職コースの区別がある。回帰分析の際この情報を使う。

学歴別の就職情況をみると，職業高校卒の若者が労働市場で一番有利である。卒業の翌

年までに就職できなかった比率が２１.５１％であり，三つのカテゴリー中一番低い。常用フル

タイムの比率が４５.４８％に達し，一番高い。職業高校では，普通科目が少なく，専門教科に

属する科目の授業数が多い。一般入試による大学受験は，一部を除き不利であるが，就職

の際は学校で学んだ知識がすぐ応用できるため，学生が即戦力になり，企業に歓迎される。

一方，中退者の無職率が一番高い（２９.１％），常用フルタイムの雇用の比率が一番低い（３７.８６％）。

中退者は根性や頑張る意欲に欠けている可能性があり，学業継続に困難があっただけでな

く，その後の職業にも不利益を与えることが考えられる。

就職経路について，普通高校卒の「一般応募」比率が三つのカテゴリー中で一番高い，

逆に「学校・職業安定所からの紹介」「自分の友人・知人による紹介」「インターンシップ

先」の比率が一番低い。大学進学を最大の目標とする普通高校では，学校側の就職斡旋が

少ない，友人や先輩も進学して社会人になる比率が低く，紹介してもらえない，さらに受

験勉強がメインであるためインターンシップに参加する可能性が低いと考えられる。これ

らの要因は普通高校の新卒者の比較的に高い無職率と低い常用フルタイム雇用率にも寄与

するであろう。

また，非常用フルタイムの雇用と比べ，常用フルタイム雇用の「一般応募」の比率が高

い，「親・親戚・親の知人による紹介」の比率が低い。コネ社会と言われている中国で，

企業利益に直接影響を与える人材採用において，「コネ」は疑いなく重要であるが，それ

には限界もある。

図表１０は実証分析で使う説明変数とその記述統計をまとめている。使う変数が多いため，

Ａ）個人属性と高校での過ごし方，Ｂ）高校の指標及び学校側の就職斡旋，Ｃ）家庭的属

性，Ｄ）地域的属性に分けて説明する。

Ａ）個人属性と高校での過ごし方

まず年齢，性別，学歴など一般的な個人属性を見る。サンプルの年齢のバラツキが大き

い。卒業・中退時の年齢を見ると最年少者は１５歳，最年長者は２８歳である。一部の回答ミ

スが存在する可能性を否定できないが，中国，特に貧しい内陸農村部で児童の小学校入学

年齢のバラツキが大きい実情を反映している。１８.５歳という平均年齢は特に異常がない。

性別について，男性が女性より多く，全体の５７.８％を占める。男尊女卑の中国で，義務教

育で教育を終える女性が男性より多いと，女性の大学進学率が男性より高いと二つの可能
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図表10　分析で使う変数と記述統計（N＝2,663）

MaxMinStd. Dev.Mean

Ａ）個人属性と高校での過ごし方

２８１５１.８６９１８.５３５　卒業・中退当時の年齢

１００.４９４０.５７９　男性ダミー

１００.４５２０.２８７　普通高校卒

１００.５０００.５０３　職業高校卒

子供の時宿題をいつ頃やったか

１００.３９４０.１９２　①宿題の完成計画＝実施

１００.４４００.２６３　②（どちらかというと）最初の頃に完成

１００.４６４０.３１４　③終わりごろに完成

１００.２１１０.０４７　④宿題を終わらなかった

高校の講義時間以外に，週何時間勉強したか

１００.２３６０.０５９　①まったく勉強しなかった

１００.３６４０.１５７　②週２１時間以上勉強した

１００.２９９０.１００遅刻，欠席が多かった

５１０.８７７３.３４８三年時・中退年の成績，１＝非常に悪かった

１００.３３９０.１３３班長ダミー

１００.３６００.１５２自治会・学校の幹部ダミー

１００.４８５０.６２２寮生活

１００.１６９０.０２９下宿，その他

１００.４８６０.３８１高校時代に付き合っていた人，有＝１　無＝０

放課後や週末に次のことをどの程度行ったか？

１＝稀に，５＝ほぼ毎日

５１１.３４７３.６７３　①友達と話をするなど

５１１.２６５２.９０８　②家族と話をするなど

５１１.１６３２.２７３　③他の大人と話をするなど

５１１.３００３.０８９　④テレビ・ビデオをみる

５１１.３２８２.２９７　⑤ゲームをする

５１１.１７３２.８８８　⑥スポーツ活動に参加する

１００.４８２０.６３４　⑦部活，クラブ活動

１００.４６２０.３０８　⑧バイト

１００.４９００.４００　⑨家業手伝い・見習いをする
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Ｂ）高校の指標及び学校側の就職斡旋

１００.４７９０.３５７　重点公立

１００.３６２０.１５５　私立学校

１００.３１００.１０７　進学コース

１００.３６６０.１６０　就職コース

学校の進路指導に参加した＝１

１００.４７３０.３３８　①進路指導説明会

１００.４５３０.２８８　②職場見学や職業体験学習

１００.４８３０.３６９　③卒業生の就職体験を聞く会

１００.４２７０.２４０　④社会人としてのマナー講習

１００.３９６０.１９５　⑤職業適性検査

Ｃ）家庭的属性

兄弟

１００.４５２０.２８６　①一人っ子ダミー

１００.４５３０.２８９　②長子ダミー（一人っ子ではない）

１００.４５１０.２８４　③末子ダミー（一人っ子ではない）

親のパワー

１００.２１９０.０５０　①親の一人以上が公務員幹部

１００.１５３０.０２４　②親の一人以上が公務員非幹部

１００.１７９０.０３３　③親の一人以上が企業経営者・役員

１００.１２３０.０１５　④親の一人以上が郷村の役員

１００.２７９０.０８５　⑤親の一人以上が病院や学校などの団体の職員

その他の家庭的要素

１００１.８４２５.２１２　①１５歳当時の相対豊かさ，０＝最も貧しかった

１００.１１６０.０１４　②卒業・中退以前に父親が亡くなった

１００.０９３０.００９　③卒業・中退以前に母親が亡くなった

Ｄ）地域的属性

１００.４８１０.６３５　①出身地＝農村

１００.４４８０.２７８　②出身地＝郊外

１００.２８８０.０９１　③卒業高校所在地＝農村

１００.４１２０.７８４　④卒業高校所在地＝郊外



性が考えられる。学歴について，図表９で見たように，職業高校卒の者が就職において有

利であると予測する。

これらの個人属性のほか，「子供の時宿題をいつ頃やったか」という質問は回答者の計

画性や自制心及び時間の整合性の代理変数であり，「高校の講義時間以外に，週何時間勉

強したか」や遅刻・欠席状況と合わせて，学習態度を測る指標になる。学業成績について

は卒業・中退直前一年の成績を５点法で評価する。予測として，真面目で成績の良い人が

就職で有利である。

アンケートでは放課後や週末の余暇時間の過ごし方について詳しく質問した。①～⑥項

目は５段階（１＝まれに，５＝ほぼ毎日）で解答してもらった。ほかの人との交流頻度，

テレビを通じて社会勉強をしたかどうか，一人ゲームが好きかどうかなどの指標は学生の

社会的適合度を測る。「班長ダミー」，「自治会・学校の幹部ダミー」，寮生活や下宿経験，

付き合った相手の有無等の変数はリーダーシップ能力や対人能力を測る。予測として，社

会適合度の高い人の就職が容易である。

Ｂ）高校の指標及び学校側の就職斡旋

中国の重点公立学校は日本で言う偏差値の高い学校である。重点高校に入学できたこと

は中学時代の学力が比較的に高い，そして就職ではなく進学を志望した可能性が高いこと

を示す。一方，私立学校は授業料が高く，公立高校の入試に合格できなかった学力の低い

学生が多い。一般的な公立学校と比べ，「重点高校」と「私立学校」はおそらく就職にマ

イナスの影響を与える。

「進学コース」と「就職コース」の平均値はともに１０％台に留まる。普通高校は全般的

に進学を目指すためコースを分けない。一部の職業高校は進学も重視し，コースを分ける

ことがある。その場合「就職コース」の学生は職探しにおいて有利であろう。

学校の進路指導について，「進路指導説明会」「職場見学や職業体験学習」などの５つの

質問項目に設けた。解答の平均値を見る限り，中国の学校は就職斡旋への取り組みが十分

といえない。

Ｃ）家庭的属性

家庭的属性では兄弟の構成，親の職業，１５歳時に周りの家庭と比べる相対豊かさ，親と

の死別の有無等の変数をコントロールする。一人っ子あるいは末子の場合，親に甘える可

能性が高いため，就職に不利であろう。親の職業は親のネットワークを測る指標になる。
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公務員や役員などの親が一般人より多くのネットワークを持ち，子供の就職の助力になる

と考えられる。価値観の形成に大切な１５歳時点の家庭の裕福度と親との死別の有無は，家

庭の教養や挫折を乗り越える能力を測る。

Ｄ）地域的属性

出身地と学校所在地の二つの指標はそれぞれ農村，郊外，市内の三つに分ける。「市内」

は情報発信地であり，就職に有利である。郊外は都市と農村の間の地域である。農村部は

情報へのアクセスが遅れるだけでなく，差別的な戸籍制度の影響もあり，農村出身者の就

職が比較的に困難であることを予測する。

４.　分　析　結　果

図表１１はロジットモデルによる分析結果をまとめている。列�は「高校卒業・中退の翌

年までに就職できたかどうか」に関する分析結果である。列�は就職できたサンプルに絞

り，常用フルタイム雇用を１，非常用フルタイム雇用を０とし，分析した。列�では就職

できなかったサンプルをドロップしたため，サンプル数が２,６６３から２,００９に減少した。二

つの分析とも，前章で紹介した説明変数以外に，回答者の卒業・中退時点の年ダミーを入

れて就活時点の景気状況等の要因をコントロールする。

Ａ）個人属性と高校での過ごし方の影響

まずは年齢，性別，学歴の影響を見る。卒業・中退した時点で年齢が上のほうが就職の

確率が高い。一方，年齢は正規雇用に有意な影響を与えない。おそらく永遠に親の加護の

もとで生活することができない / したくないという思いで，年長者は理想な仕事ではない

としても妥協して就職する。性別について，一般的に男性は雇用市場で有利であるが，分

析結果を見ると，男性ダミーの就職への影響が正であるが，有意ではない。一方男性が常

用フルタイムの仕事に就く確率が女性よりも低い。一つの解釈として，若者が３Ｋ（きつ

い，きたない，きけん）労働を敬遠するこの時代で，男性は優位性を失いつつあり，強い

力を必要としない肉体労働，例えば繊維や組立などの細かい作業は逆に女性に有利かもし

れない。職業高校卒は予測通りに他の教育バックグランドの者より就職しやすい。ただし，

常用フルタイムの雇用への影響が有意ではない。

学習に関する変数について，計画通りに宿題を完成できた人は計画性があり，常用フル
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タイムの仕事に就く確率が高い。嫌なことを後回し休みの終わりごろに宿題を完成した人

は常用フルタイムの雇用機会が少ない。少し意外なのは「宿題を終わらなかった」人が

「就職できた」確率が高いことである。勉強嫌いな者は早く就職しようとするかもしれな

い。そのほか，まったく勉強しなかった人の就職確率が低く，成績のよい者の就職確率が

高い。それは予測通りである。

社会的適合度に関する項目を見ると，友人とよく話す人，テレビ等をみて社会勉強をす

る人の就職可能性が高い。ゲームに夢中する人の就職可能性が低い。他人や社会に興味を

持てば社会進出したくなり，積極的に就活を行い，就職の可能性が高くなる。一方，ゲー

ム等の非現実的な世界に興味を持つ者は現実社会や他人への興味が薄く，就職意欲が高く

ないと考えられる。また，他の大人とよく話した人，自治会・学校の幹部を担当した人が

常用フルタイムの雇用に出会う確率が高い。本人のネットワークや組織能力が良い仕事を

見つけることに大事である。「下宿」は就職へ負の影響を与える一方で，正規雇用に正の

影響を与える。一見不思議であるが，図表１０の記述統計をもう一度確認すると，「下宿，

その他」のサンプルで占める割合が２.９％しかない，「寮生活」の６２.２％と残りの「実家か

ら通う」の３４.１％と比べると珍しい存在である。下宿者の一人暮らし経験は一人で問題を

解決する能力を高め，正社員になる可能性を高める。一方，下宿の場合，寮生活よりお金

がかかるため，下宿を選んだ者が裕福な家庭で育てられる可能性が高い。その結果，容易

に妥協しない，非正社員を含む就職の確率を低める。

Ｂ）高校の指標及び学校側の就職斡旋

「重点公立」の就職への影響はマイナスである。重点公立の学生に進学を目指す者が多

いため，再受験にチャレンジし，就活に怠けるかもしれない。「進学コース」出身者は正

社員になる可能性が低い。これも期待通りの結果である。

学校側の就職斡旋に関する変数はすべて有意ではない。図表９の就職経路に関する統計

も学校側の就職支援が限定的であることを示した。Ariga・Kurosaw・Ohtake・Sasaki

（２０１２）は日本での調査データを使い，学校の進路指導が学生の就職に大きく貢献するこ

とを示した。中国の高校は就職支援への取り組みが依然少なく，大きな改善の余地がある

かもしれない。

Ｃ）家庭的属性

ほとんどの変数は有意ではないが，「一人っ子」が常用フルタイムの仕事に就く確率が
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低い，卒業・中退以前に母親を亡くした者が早く仕事に就くことが分かる。親のネット

ワークの影響が特に確認されていない。

Ｄ）地域的属性

農村と郊外出身者は卒業後すぐ仕事に就く確率が低い，一方，出身地域ダミーの常用フ

ルタイムの雇用への影響が有意ではない。戸籍による採用差別というよりも，仕事が都市

部に集中しているため，農村・郊外の学生が情報へのアクセスが遅れる可能性がある。そ

の上，移動コストをかけて魅力の低い仕事（例えば非常用フルタイム）に就くインセン

ティブが低いことが考えられる。

分析の結果をまとめると，「就職できたかどうか」について，「有能者が仕事を見つける

可能性が高い」という解釈よりも，「仕事したい，妥協できる人が仕事に就く確率が高い」

という解釈が合理的である。これは先述の高失業率と人手不足が併存する中国労働市場の

現状と一致している。一方，常用フルタイムのような安定的でよい仕事に就くために，計

画性や責任感，社会的適合性などが重要である。

５.　ま　　と　　め

中国の中等教育卒業者の就職難問題は長年大卒就職難の影に隠されている。彼らの就職

実態に関する調査も研究も限られている。本稿は，中国全土で行った独自の「若者の生活

と進路に関するアンケート」調査の結果を詳しく説明した。製造業などの人手不足が顕在

化しているなか，若者の失業率が高い。中高卒者は安定的で将来性のある職業を求め，大

卒者と競合し，失敗してしまう。若者は自身の競争力を正確に認識するうえで，理性的に

就職活動を行えば就職そのものは困難ではない。また，分析結果によると社会的適合度や

若者自身のネットワークが良い就職につながることが明らかになった。そのほか，学校側

の就職支援への取り組みが不十分であることも記述統計及び分析結果から伺える，改善す

る余地が大きいことを示唆している。
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図表１１　Logit model による限界効果

�　卒業・中退の翌年までに就職できたかどうか

�　就職できたサンプルを対象に，初職が正規雇用であるかどうか

�
常用フルタイム

�
就職できた

Ａ）個人属性と高校での過ごし方

０.００９２
（０.００６）

***０.０３１ 
（０.００５）

　卒業・中退当時の年齢

***－０.０６３９
（０.０２４）

０.０１６５
（０.０１８）

　男性ダミー

－０.０１０５
（０.０３３）

０.０２０６
（０.０２２）

　普通高校卒

０.０１８４
（０.０３０）

***０.０６５ 
（０.０２２）

　職業高校卒

子供の時，宿題をいつ頃やったか

*０.０５１ 
（０.０３０）

－０.０２４６
（０.０２３）

　①宿題の完成　計画＝実施

０.００６７９
（０.０２９）

**０.０４２１
（０.０２０）

　②（どちらかというと）最初の頃に完成

*－０.０５３２
（０.０２７）

０.００４９５
（０.０２０）

　③休みの終わりごろに完成

－０.０７９２
（０.０５４）

*０.０６０７
（０.０３５）

　④宿題を終わらなかった

高校の講義時間以外に，週何時間勉強したか

０.０５２６
（０.０５０）

***－０.１１４ 
（０.０３８）

　①まったく勉強しなかった

－０.００８３
（０.０３１）

－０.０１３ 
（０.０２４）

　②２１時間以上

－０.０１１１
（０.０３９）

０.０１９６
（０.０２７）

遅刻，欠席が多かった

－０.００４６
（０.０１４）

*０.０１９４
（０.０１０）

三年次の成績，１＝悪かった，５＝よかった

０.０１８７
（０.０３３）

０.０１３ 
（０.０２５）

班長ダミー

***０.０８０５
（０.０３１）

－０.０２０５
（０.０２４）

自治会・学校の幹部ダミー

０.０３５３
（０.０２７）

０.００９７５
（０.０２０）

寮生活

**０.１３３ 
（０.０６６）

*－０.０９５８
（０.０５４）

下宿，その他

－０.００２９
（０.０２３）

－０.００５０５
（０.０１８）

高校時代に付き合っていた人，有＝１　無＝０



中国における学校から職業への移行（呉）

─　　（　　）─9935

放課後や週末に次のことをどの程度行ったか？

１＝稀に，５＝ほぼ毎日

０.００７４６
（０.００９）

***０.０１７６
（０.００７）

　①友達と話をするなど

－０.００９９
（０.０１１）

－０.００３９２
（０.００８）

　②家族と話をするなど

**０.０２５５
（０.０１１）

－０.００４６２
（０.００９）

　③他の大人と話をするなど

０.０１０３
（０.０１０）

***０.０２１７
（０.００８）

　④テレビ・ビデオをみる

－０.００５ 
（０.０１０）

***－０.０２８９
（０.００７）

　⑤ゲームをする

０.００７３１
（０.０１０）

０.００７０４
（０.００８）

　⑥スポーツ活動に参加する

－０.０３７４
（０.０２５）

０.０１３２
（０.０１９）

　⑦部活，クラブ活動

－０.００２ 
（０.０２８）

０.０１９８
（０.０２１）

　⑧バイト

－０.０１８１
（０.０２６）

－０.０２９ 
（０.０２０）

　⑨家業手伝い・見習いをする

Ｂ）高校の指標及び学校側の就職斡旋

０.００９３４
（０.０２５）

**－0.0465
（0.019）

　重点公立

－０.０１８８
（０.０３３）

－0.0278
（0.026）

　私立学校

***－０.１１８
（０.０３６）

0.0429
（0.026）

　進学コース

－０.０１６１
（０.０３２）

0.0255
（0.024）

　就職コース

学校の進路指導に参加した＝１

０.０２２２
（０.０２７）

－0.0216
（0.020）

　①進路指導説明会

０.０２６７
（０.０２７）

0.00678
（0.021）

　②職場見学や職業体験学習

－０.００７９
（０.０２４）

0.0169
（0.018）

　③卒業生の就職体験を聞く会

０.０１１５
（０.０２９）

0.0217
（0.022）

　④社会人としてのマナー講習

０.０３２９
（０.０３１）

－0.00165
（0.024）

　⑤職業適性検査
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Ｃ）家庭的属性

兄弟

**－０.０８９９
（０.０３８）

－０.０１３ 
（０.０２７）

　①一人っ子ダミー

－０.０３５２
（０.０３６）

０.０１２７
（０.０２６）

　②長子ダミー（一人っ子ではない）

－０.０２５５
（０.０３６）

０.０２８５
（０.０２６）

　③末子ダミー（一人っ子ではない）

親のパワー

０.００４０７
（０.０５２）

０.００９８８
（０.０３７）

　①親が公務員幹部

０.０８０８
（０.０７２）

０.００１８１
（０.０５３）

　②親が公務員非幹部

－０.０５４９
（０.０６３）

０.００４６５
（０.０４４）

　③親が企業経営者・役員

０.１４　
（０.０８５）

－０.００２２７
（０.０６６）

　④親が郷村の役員

－０.０１１７
（０.０４０）

－０.０２９３
（０.０３０）

　⑤親が病院や学校などの団体の職員

その他の家庭的要素の影響

０.００２７９
（０.００６）

－０.００４０４
（０.００５）

　①１５歳当時の相対豊かさ,０～１０，０＝最も貧しかった

０.０１９６
（０.０９３）

０.０２３４
（０.０６９）

　②卒業・中退以前に父親が亡くなった

－０.００１１
（０.１０９）

*０.１１７ 
（０.０６８）

　③卒業・中退以前に母親が亡くなった

Ｄ）地域的属性

－０.０１０１
（０.０４０）

**－０.０７３４
（０.０３１）

　①出身地＝農村

－０.００４６
（０.０４４）

**－０.０９１３
（０.０３８）

　②出身地＝郊外

０.０４８３
（０.０４８）

－０.００５６１
（０.０３６）

　③卒業高校所在地＝農村

－０.０１９２
（０.０３４）

－０.０１４４
（０.０２５）

　④卒業高校所在地＝郊外

YESYES卒業年の年ダミー

－１,３０５.８－１,３７２.２５Log likelihood

０.０５４０.０７５２Pseudo R２

２,００９２,６６３Observations

*は１０％有意水準，**は５％有意水準，***は１％有意水準を各々示している。
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